
沖縄方言の動詞の活用

1. まえおき
琉球 方言の動詞の終止 形が， 文章 語 の 動 詞 の 連用形に「居り」

が複合 したも の で あること は ， 服部四郎博士 が既に雑誌 「方言Jω

に発表さ れた . 宮古方言(2)を 除 い て， 大島 ・ 沖縄本島 ・ 八重山の

諸 方言 が博士 の説 かれる通り， 動 詞 の終止 形 は「 連用 形+居り J

の 形に相当する . 大 島 ・ 沖縄本島 で は終止 形 ばかり で な く， こ の

複合形 から 連体 形を つ くり， 更に他 の 形を つ く っ て， 語尾 変 化を

複雑に し てい る. こ の 動詞 の複合形 は琉球 方言， と り わけ 沖縄本

島 方言 の 動詞を特徴づけ て いる . こ の 複合形は 沖縄本島 で は， 品

々部落々々によっ て か なり の違 い が ある. 私 はこ の点に注意 し な

がら， 大 島徳之 島天城村字兼久・ 沖縄本島 ・ 宮古伊良部村字長浜

・ 八重山鳩間 島 等 の 動 詞 の 活用を調査 し て 来た ここに は紙面 の

E 都 合 で， 沖縄本島の代表的六 ケ所 の 動 詞に つ い て 記述 した い 各

Q 地 の 動 詞 の 活用 は ， そ の意義職能も か なり 変化 が あり， 活用形も
隠
重量
Q 
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別々に立 てる必要 が ある が， ここに は主と し て 語形を中心と し て

比較を試みた い.

2. 調査地点(被調査者及び年令)
1 .  沖 縄県国頭郡今帰仁村字与那嶺(筆者) .

2. 同国頭郡久志村字久志(比嘉久23 才)

中，aTl

 

根 政 善ウ
ポ

3 .  I日那覇市垣花町(比嘉政夫24才).

4. 島尻郡玉城村字奥武(中本正智24才)

5 . 島尻郡三和村字新垣(宜野座嗣郎24才).

6 .  久米島具志川村字仲地(山里昌秀28才).

以下 l は与， 2 は久 ， 3 は垣 4 は奥， 5 は新， 6 は仲 の略名

を 用 い， また番号をもっ てする. 3， 4 ，  5 の資料 は被調査者 の調

査研究に負うと ころ が多 い .

3.1 先ず最初に 以上六ケ所 の音韻につ い て略 述する.

何れの 地点にも共通 の音素〈め は次 のiillり で ある .

子音音素 I ?， h， ' . k， g; p， b; t， d; c， z; s; r; m， n/ 

半母音音素 /j， w/ 

母音音素 /i ， e， a， 0， u/ 

モーラ音素 /N， Q/ 

与 で は有気音 kpt c に対 し て無気音 が ある . 有気音， 無気音 の

記号を 次 のように 定 め て お く. /k/ [k']， Ip/ [p']， It/ [t'] ， /c/ 

[tf'] ; f!c! [k']， 111:/ [p'] ， /τ/ [t ']， /1{/ [t':3]， な お， 久 ・垣・ 奥

でも与と 同 じよう な対立 が ある が， ただ p の有気音 は な く ， す べ

て無気音 である が， 何れも/11:/ で表記する 以下す べ て音韻 記号 同
lD 

を 用いる .



3.2 東京方言との音韻対応

東京方言との音綴の対応関係を示すと，

東京 a l u e 。

1-7 a 1 u l u 

但し久以外では C(I.{)ZSの次に来る u はl となる.

東京 ba bi bu be bo 

町la ロ11 百lU ロle 町10

na nI nu ne no 

ra n ru re ro 

1-7 ba bi bu bi bu 

打la m1 立lU 口11 ロlU

na nI nu nI nu 

ra l ru n ru 

reに対応するnも 'iに変ずる傾向を持っている

東京 ka ki ku ke ko 

与 ka， ha I.{i /l:u ki ku 

久 ka K1 /l:u ki ku 

その他 ka C1 ku ki ku 

東京 9a(Da) 9i(Di) 9u(Du) ge(De) 90(Do) 

久新 9a 91 9u 91 9u 

その他 9a ZI 9u 91 9u 

東京 ha hi hu he ho 

与 pa π1 πu p1 pu 

久 hw a π1 πu hwi hu 

その他 ha hi hu hi hu 

東京 ta C1 cu te to 

与 ta I.{i 可1 t1 tu 

久 ta 可1 τu tJ tu 

垣新{中 ta C1 C1 C1 tu 

東京 da ZI ZU de do 

与新{中 da(ra) zi ZI di (ri) du(ru) 

久 da ZI du di du 

短 ra ZI ZI n ru 

奥 da ZI ZI ZI du 

東京 sa SI su se so 

与垣 sa SI SI SI su 

久 sa SI su SI su 

奥新 sa， ha SI SI SI su 

{中 sa， ha si， hi si， hi si， hi su 

東京 za ze zo 

1-7 za ZI zu 

東京 可'la Ja JU JO 

1-7 wa Ja Ju JU 

古代のヲは 与 久 垣 奥 新 仲
， u ' u 'u 'u ?u ?u 

註 与・久・垣・奥では語腹においては複合語を除いて， 有気

音は無気音化される.

与において 'N の前に来る a'i u'i e'i o'iの1は脱落し， 長

由。3



母音 は 短母音 化 す る .

音韻(6)と音声 の関係 で/ ce/ /ca/ /co/ /cu/ /ze/ / za/ / zo/ / zu/ 

/se/ /so/ /su/ は各部落 で相違 す る .

/ ci/ /zi/ /si/ は何 れ の部落 で も [tfiJ[3iJ [fi] . 

与 久 垣 奥 新 {中

/ce/ [tfeJ [tfeJ [tfeJ [tseJ [tseJ [tseJ 

/ ca/ [tfaJ [tfaJ [tfaJ [tfa�tsaJ [tfa�tsaJ [tsaJ 

/co/ [tfoJ [tfoJ [tfoJ [tfo�tsoJ [tsoJ [tsoJ 

/cu/ [tJuJ [tfuJ [tfuJ [tfu�tsuJ [tsuJ [tsuJ 

/ze/ [3eJ [3eJ [3eJ [3e�zeJ [ze) [zeJ 

/za/ [3aJ [3aJ [3aJ [3a�zaJ [3a�zaJ [zaJ 

/zo/ [30J [30J [3oJ [3o�zoJ [zoJ [zoJ 

/zu/ [3uJ [3uJ [3uJ [3u�zuJ [3u�zuJ [zuJ 

/se/ [feJ [feJ [feJ [seJ [zeJ [zeJ 

/so/ Uo�soJ [soJ [soJ [soJ [soJ [soJ 

/su/ [f u�suJ [suJ [suJ [suJ [suJ [suJ 

4. 服部博士 は 「首里 方言の動詞の語形替 変(即ち活用) は， 概

里 略 3種 の 語幹 ， 即ち基本語幹 ・ 連用 語幹 ・ 音便 語幹 がもと に な

Q り ， そ れに色々 の接尾形式 が接尾 し て成立 す ると 記述す ること が
隠
請書
Q 
仰
R 
E軍
:長

でき るJ (4)と 説 い て居 ら れ る， 沖縄 方言に関 す る限り， こ の説明

は大 方 の 方言に つ い て あ て はま る . 只一部 の 方言 ， 例 え ば， 与那

綴 方言 な ど は， I 連 用 形+侍り 」 の 形 は 語幹末尾子 音に わ ずか の

違いがでてくる(以下博士の説に よ っ て い る 点が多い が， こまご

ま と 註記 す る こ と を省略 さ せ て いただきた い 読者 は 世 界 言語概

説琉球語文法(328頁-353頁) と比較対照 さ れ た い .). 私は連用

語幹 を連用語幹 と 複合語幹 の二 つに分け て考 え た . 久志 方言 のよ

うに， 迷用 形 の 語幹末尾子 音と「 連用形+居り 」 の複 合 し た 形

(複合形)の語幹末尾子音とは相違するから である. 語幹が容に

な る 不 都 合 は あ る が， 語幹末尾子 音を語尾に入 れ て， 語尾 変 化 を

中心に し て 活 用 を次 の 表 のように基本形 ・連用形 ・ 複合形 ・ 音便

形 ・ 敬譲形 の 四つに分け た

適時論的 に 「国語J(比較対照のための 便宜的名弥) と比較対照

す る な ら ば， 基本 形は志向 形( 1)未然 形(否定形 ・条件形)

( 2  )己然 形( 3 ・4 )命令 形(5 ・6) 連体形(7・ 8) に 連用形( 9 ) 

は連用形に当 る . 基本形 ・ 連用 形はL 、 わ ば原 形であ る . 複合形 は

連用形に「居りJ (10) ・ 「居 ルJ( 1 1 ・ 12) ・「居ラJ( 13 ・ 14) ・ 「居

レJ( 15 ・ 16 ) ・「居リテJ( 19) ・「居リタリJ(2 0) ・ 「居リテアリ 」
ヲ

(2 1) が結合 し て でき た 形 で あ る . な お 「居り 」 の 語幹 「居 」 が

結合 し た 形( 18) が あ る . 音便 形は 連 用 形に 「テJ(22) ・ タリ

(2 3) ・テアリ(24) ・ テヲリ(25) が つ い て でき た 形 で あ る . 敬

譲 形 は 連用形に「侍り 」 が つ い て でき た形 で あ る(26) . 

5 次に各 形 の意義職能 ， 及 びそれに つく辞， 接辞 等に つ い て 述

べ る そ の 形 で終止 す るも の は(0) ， 中止 は( ，) ， 次に接続 す る

の は( ー) の 記号 を つけ る.

基本形

1 .  halCa' a ((書こう》 志向 形に当り ， そ のまま の 形 でも主主志 を

表 わ す. 相手 を さ そ い念 を お す意 の助詞 ja'a， 相手 を含 め な い で 的
Uコ

行動 しようと し て念 を お す助詞 ' i'i がつく.
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2. h a/i:a'a， haka (ー)
ha/i:a'a- nu ((警か ぬ)) (( 否定 の ぬ》が つく ， ha/i:a'a- numu 'N (( 書か

ぬ のに )) -'Nna!"a'N ( - 'Nra'N) (( ・しなかった)) - 'Nguτ u'i ( - 'Ngu'i) 

《 ーせ ずに ))- 'NICi (( ・ ・ せ ずに おけ)) -'Nni (( し なL、か》 等が つく .

2' . h a/Ca'a-ba ((baが つ い て条件 を 表わす . ))

例 wa'a ga ha/Ca'a b a  me' e ((私が響 い た ら見よ》

- 'Nna (( しf.::.\' 、 な . 願望》

- 'Nmasi (( すれ ばよか っ た 》

-ga'Nna'a (( し なが ら ， ー し つ つ》

-g叫i na'a (( 同》

ィi 'N ((受身・可能・自然)) -SU 'N ((伎役》

-simiru'N ((使役》がつく.

3. h a/i:i 'i- b a (， ) ((確定条件 を 表わす》

4. ha/i:e'e (0 ) ((baがlに同 化 し た 形》

意味 は 3 . と 同じだが ， 次に来 る語が限 ら れ る hax:e' e slmi ' l� 

mu'N (( 書け ばよい のに)) .

5 . h a的 'i (0)' h a/i:i (0) ((命令》

6 .  h a/Ce' e (0) ((baの同化した形. 命令》

7. haκu (ー)
- na (( するな. 制止》

ー向《 する限度まで， ーするまで， ー するほど》

-madi 'i，  -gadi 'i (( まで》

次 の 形式名詞に つづく
あいだ

-mjo'odu 'i \\問》

たび
・ta'Nbi (( 度》

かす たび
- ha'azi 'i ((数 ， 度 の意》

伊tl haICu ?mjo 'odu'i maQl[ur e' e ((書く間待って居れ))， ha/i:u 

t a'Nbi mal[iga'N (( 書く度に間違う ))， ha/Cu ha' azi mal[iga'N ((書く

た びごと に間違う》

8. ha/i:u ' u (0 ) 

nu'uga ((何か ， どうし て》 の結び と な る . 例 nu ' uga h uma 町、

zi'i haκu' u ((どうして ここに 字を書くか》

zo 'i (( と ても》 に対応 し てこ の形 で結ぶ .

例 zo ' i ha/Cu ' u (( と ても 書くも のか》

述用形

9. ha刊し hal[i'i (ー)

(a) 助詞du (( ぞ)) ，'j a (( は )) ， 'N ((も)) ， l[u'N (( さ え )) ， biICe'e 

《 ばか り )) ， k use' e ((こ そ》 を つけ， 補助動詞SU'N ((為 る》が つく .

例 h al[i'i 'ja sa'N (( 書き はせ ぬ》

( b ) 二つ重ねて， 補助動詞の実質部となり， 反覆する意を表

わす.

( c ) 条件 を 表わす ne1eがつく . 例 h al[i 'i ne'e nara' Nd o 'o 

《設 い た ら いけ な いぞ》

(d) 目的 をゐ らわすga がつく 例 hal[i 'i ga hil[u 'N ((書き

に行く 》

( e) -bil[i 'i (( べき ， 裁務 )) ， ーb use'N ((ほし， し た い ))， -gise'N 

《 す る ら し\" ， し そうだ )) ， ・?U' USU'N ((ーすることができる))， ト
LD 

-miso'oru礼 - 'Nso'or u'N， -'Nse'N (( しなさる. 尊倣》がつく.



(f ) 次 のよう な補助形容詞 ， 補助 動詞がつ く .

- 9 ur u 'u se'N ((・し に くし、)) ， - 'j aQ se 'N (( し や すい)) ， ・?aQtj u'N

《ι、つも し て いる 》 等

註 との形が中止形に用いられることはない. 宮古八重山方言ー

にはある.

複合 形

10. h atj u'N (0)終止 形に当 り， 文 を 終止する に用い られ る .

( a)助詞'j o ' o ((よ)) ， 'j a'a ((ね)) ， na ((疑問 の か)) ， d o 'o ((ぞ)) ，

d o 'o ' i ， τe' e ， hj a'a， b o げ i ， he'Í ， sam i，  da'a等 がつ く. (b) 

τiK in a'a (( する か ら には 》 がつ く -ßìJ ?ari'N h atj u'N tiK ina 'a 

wan u'N h aK a'an u b a  n ara 'an u ((彼も 書 く か ら には 私も脅 かね ば

な ら な い . )) 

1 1. hal[u' un u (ー )体言 にだけつづ き他 の用法は なレ .

12. h atj u' ur u (0) du ((ぞ》 の結び と し て用い られる. 例 z i 'i

d u  h atj u'ur u  ((字ぞ書 く )).

13. h atj u'ur a  (0) 9 a  ((か》 の結び に用い られる((p azi 'i ((はず 》

につづ く. 例 h atj u'ur a p azi' i  ((書 くだろう ))， (hatju'uruがpazi'i

のp a IC同化された形) >>. 
14. h atj u'ur a-ba ( ，) ((仮定条件 を表わ す )) . 例 3 i 'i h atj u' ur a  

b a  haKe'e ((字 を書 く な ら ば書け )).

15. hatj u' ur i-ba ( ，) ((書 き 居れ ば. 書 きつつ あれ ば》 進行 の条

件 を表わ す.

16. h at.{ u'uri (0) h 叫u'üri-ba (0) (<書 き居れ， 書きつつあれ 》

進行 の命令 を表わ す .

17. h atj u'ure'e ， h atj ure'e (0) b a の 同化 した 形 . 16 と意義 の

区別は ない .

18. hatj u'u (ー)こ の 形はB as il H all C h amberl ain氏 が apoco ­

p ated fro m と名付け た形で ある .

l a) - s i  ((動詞に準体言の資格 を与 え る )) ， 例 hal[ u'u s i 'j a 

'j aQse 'N ((普 く のはやすし、)) ， zi 'i 'j a hal[ u'us i  9 aγ i 'j a haκ a' a  n u  

《字は書 くけれ ども絵は描 か ない)) .
(b) - m i  ((尋問 を 表わす)) . 例 wan u' u h al[u' u m i  ((私告こう

か》

( cり) -9似a ((疑問 を表わ す)) ， 1伊例同列tl ta 9伊ahat恥1\いu山，
( d ) - kaぜ凶'j戸a 'a ((推量疑問 を表わ す ))， 例 ? ar口i 'i寸9 ah atj恥u' u ka叩aぜ凶'j戸a'a

《彼 が香 くだろう か)).

( e) - sa ((よ))， 例 'wa'a 9 a  h al[u'u s a  ((私 が書 くよ)) .

(f ) ー τ u ((理由 を表 わ す)) ， í9tl 'wa'a 9 a  h atj u'uて u ?j a'a 'j a 

haK a'NKe'e ((私 が舎 く から君は警 か ない で おけ )).

(g) ー i (・iの前の母音は短母音) (( .する し のくし>)) に当る .

例 zi 'i 'ja ha司 u' i sum utj i 'ja 'jum u'i ((字は容 く し書物は読む し)) .

(h) -m u'Nn u ((・・・ する の に))， 例 h atj u'u m u'Nn u h aKa 'an u'u 

d i ?j u'N na 'a ((書 く の に， 脅 か ないと言う か)).

但しこ の 形は 1 1. h atj u'un u の n u の脱略した 形 で ある.

19. h a可 u'uτ i ((書 きつつ あっ て)). i ((尋問 》 がつ く. ha可 uτ i 'i

《書 きつつ あ った か)).

20. hat{ u' ura'N ((書きつつð>った)) .

21. hatj u' uτeN ((若し するとすれ ば書 くところ で あっ た )) .

qコ
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7. r国 語」 と 語い の 対応

規則変化第一類

la hal{ u'N ((書く)) ， mal{ u'N ((蒔く》 等カ 行四段系 の 動詞の中，

尾高型ア ク セン卜 のも の. タ 行四段系 mil{ u'N ((満つ》 一語.

la' paτa 'a ral{ u'N ((働く)) ， ? ud urul{ u'N ((驚く》 等la以外 のカ

行四段系動詞. タ 行四段系 s ud a' al{ u'N ((育つ))， tum叫 u'N ((保つ 》

の 二語.

lb h il{ u'N (( 行く 》 一語.

h uzU' N ((漕ぐ))， ? u' i zu'N ((泳ぐ》 等ガ 行四段系動詞

tal{ u'N ((立つ)) ， m ul{ u'N ((持つ》 等タ行 四段系動詞 .

kuru\削'N ((殺す))， h uK us u'N ((起す 》 等サ 行四段系動詞.

s u' N  ((為 る》 一語.

( 1) ?aga 'a ru' N ((上 る》国語三字 のラ行 四段系動詞 .

( 2 )  ho'o ru'N ((買う))， mo'oru'N ((舞う))， t u' uru'N ((問う》
ノ、 行 四段系動詞の一部 .

( 3 )  hUK i r u'N ((起き る))， h u'C i ru'N ((落ち る))， ?uriru'N ((下

り る))， sabi ru'N ((錆び る)) ， ? iziru'N ((出 る))， h uk iru'N ((起き る))，

t aτiru'N ((立 て る》 等三字 の文語二 段活用系動詞 .

5b ?mo 'oru'N ((L、らっ しゃ る》 一語 .

6a sin u' N ((死ぬ》 一語.

6b nu'N ((煮 る 》 一語.

u' u 0'0 (h ) u'u u 

ku(r) 

u'u 
u u  u e'e 

-
1

 
，

 
・
l

2 

音 便 形

22. haQl{i (，) (( 書い て. 次 に接続す る)) .

23 . haQl{a 'N (0 ) ((沓 いた )). haQ可a'i ((書いたり))，

juda'i ((普いたり読んだ り)).

24 . haQl{e'N (0 ) ((醤 い てあ る)) .

25. haQl{ u'N (0) ((書 い て居 る . 書きつつあ る)) .

敬譲形

26 . hal{a'abi 'N ((書き な さ る)) .

白 以上各 活用形の用法 ， それ につづく辞 ・接辞 等に就い て 述べ

た が:次 に基本形・ 複合形 の語尾(母音) を 基準に し て 活用 形 を

分 類 し ， 更 に 音 便 形・ 敬譲形の 語尾 によ っ て細かく分 類 した . 表

で は 音 便 形敬譲形によ る分 類 は 記号番号 で 示した.

1 .  規則変 化

例haQl{a 'i

cr> 
l[) 

3 

4a 

4b 

5a 

私{合形

U -
l 

， e e  
， 1 1  

11 

9 

" 

8 9 

0'0 0'0 e'e 

7 9 

U
 

8
，u

 

" 

8 

" 

7 

u 

" 

7 

6 

ee 

3 4 5 

e'e e'e e'e ee 

6 

6 

グ

形

5 

5 

本

3 4 
e'e 

4 3 

基

2 

a 

a 'a a 

不規則変化

1 2 

第一類

第二 類A

第二 類 A'

第二 類 B

2 準規則変化

1 2 

。a
'

噌A

，
n勝1i

h

3 

庄
山間
Q
隠
面
Q
仰
h円
師時
走



7a ?ju'N ((言う》一語.

7b l{u'N ((着る》ー諮

7c πju'N ((放る))， πju'N ((嘘る))， πju'N ((干る》三語

2a 'jumi'N ((読む))， numi'N ((飲む》等マ行四段系動詞.

2b ?umi'N ((思う》一語.

準規則l変化

7d mju'N ((見る》一語 'ware'N ((笑う))， ICe'N ((食う))， pare 'N ((払う))， nige 'N ((願う))，

7e 'ju'N ((居るに当り座る怠》一語 ?are'N ((洗う))， sili:e'N ((使う))， muICe 'N ((向う))， nure'N ((叱る意

7f 'ju'N ((得るに当り， 1立う:m))一語 1のらふ」が仮定される》以下数語(以上は語群をなし同じ変化を

規則変化第二郊 する).

1a tu'N ((取る》以下ラ行四段系二字の動詞で， 尾高型アクセ 不規則変化

ント. 文話一段活用系ki'N ((蹴る))， ?i'N ((射る》二諮 問'N ((来る》一括.

1a' ka'N ((刈る))， na'N ((鳴る》等ラ行 四段系の 動詞， アクセ 8. 活用形の比較

ント平仮型. tasilra 'N ((助かる)) ?az iIC a 'N ((預かる》等四字のラ行 上記の基準により， 各地の活用を分類し表示すれば， 次の通り

四段系列詞及びhuτa'aga'N ((疑う))， ma κa 'a na 'N ((賄う》 等四字 である 但し規則変化第三類は，複合形の語尾母音のかけるもの.

ノ、行四段系動�，;J. tasiICi'N ((助ける))， sada'ami 'N ((定める》等四字 規則変化特類 は， 複合形の語尾母音がかけ， その上に19形， 20 

の文訟一段系動詞 形， 21形のかけるものである 末尾に各活用形につく主な辞・接

?U'N ((居る))， ?a'N ((有る》も敬譲形に相違があるだけで， この 辞及び語尾に変化のあるものを表示し， 詳記はしなし・ なお11司

活用に属していること は注意すべきであるー 語」との語いの対応も略する.

第二類A' 以上の方言の活用を比較対照すれば， 次の通り である・

γN ((である》一語 (1) 8形《元の連体形「替ク」結びとして用 い る))， 15形

第二類B <<書キ居レパ 条件))， 16形《警キ居レパ 命令))， 17形《書キ居

1a 'jubi'N ((1呼ぶ》等ノ、行四段系動詞 . レパ. 命令》は， 与那嶺だけにある.

1b ni 'Nbi'N ((眠る))， ha 'Nbi'N ((被る))， ?a 'Nbi'N ((笑ぶ る))， ( 2 ) 垣花・奥武には， 3 形《書ケパ 条件》 は なく， 8形

na 'Nbi 'N ((抵める》の四語(Na 'Nbi'N を除い三語はいずれの地方 《告クパ》を用いて条件・命令を表わす. 久志と新垣では， 3形・

でも同じ変化をする). 8形が併存する. 但し久志では命令を表わさない.

1c ICu'Nbi'N ((溢るに当り， 結ぶf!:)) -J�. \ 3) 1'1'地には4形((1古ケノサの「ノサの同化形》はない

Cコ
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( 4 ) 奥武 ・ 新垣 . fl中地で は ， 1 1 形 《書 キ 居ル. 連 体形))， 12 í居 り 」 の 形 に 残 り ， 元 の 連 体形 も ， 休言に つ く 本来の資格 を 失
形 ((í窃 牛 居ルj. í ソ] の結び》 は 区 別が な い . っ て 居 る 「来ノレ」 を 除 く 基本形に 就 い て 見 る な ら ば， 動詞は規

( 5 ) 規則変 化別類 《有 り ・ 居 り 》 は ， 与那嶺 で は ， 規則l変化 則変化 《通時論的に 四段的活 用 と も い え る 》 を な す 宮古方言 ・

第二類 1a (( 刈ノレ》 と 同 じ 活用 八重山方言に 於 て は ， 四段系活用 と 文語二段系活用は区別 さ れ て

( 6  ) 不規則変化 《来ノレ》 は 何れ の方言 も 不規則 な 変 化 を す る い る .

( 国 頭 地 方 に は 規 則 変 化 が あ る ) . 最初は大島 ・ 沖縄 ・ 宮古 ・ 八重山 の 動 詞 の 活 用 を 比較 し て ， 絞
( 7 ) 準規則変化 《 ハ行四段 系 の 一語群 wareN í笑 フ 」 等》 合 形 の 変 化 ， 分布を明かにす る 予定 で あ っ た が， 大島 ・ 宮古 ・ 八

は ， 規則変化第二類 1a ((刈ノレ》 と 同 じ . 奥武 で は 準規則変化は 重 山 に ふ れ ら れず ， 本稿で は沖縄本 島 の 動詞活用 の み を記述 し ，

規則変 化第二類 1 a ((取ノレ 》 と 併用 す る . そ れ も 殆 ど 表 示 の程度で終 っ た

( 8 ) 仲地で は否定の 《ぬ》 が脱 落 し て 2 形 の 否定型は 1 形 註 ( 1 ) 雑 誌 「 方 言 」 第 二 巻 第 七 号 24 頁 .

《志向形》 と 同 じ に な る 但 し ア ク セ ン ト 尾高型の 語例 え ば /ka- ( 2 )  宮 古 方 言 で は ， 終 止 形 に ， kak i ((í筈 キ J K 対 応 す る 》

rcu/ ((魯 ク 》 等 は は志向形 /karka/ ii定形 /ka'arka/ と な り 区別 と kak im が 併 存 す る kakim が 「密 キ + 居 1) J に 当 る か

さ れ る . も 疑 問 で あ る

な お 10 形 《終止形》 の語尾の 'N も 省略 さ れ る ( 3 ) 音 素 の 分 類 は 服 部 四 郎 博 士 の 説 に 従 う . 世 界 言 語 紙

( 9  ) 上記の方言 は 何れ も 規則変化が第一類 と 第二類， 或は第 説 ， 琉 球 語 319 頁
一類， 第二類， 第三類に分れ る 方言で あ る ( 第 一 類(5)の み の 方言 ( 4  ) 世 界 言 語 概 説 332 頁 .
が あ る ) ・ ( 5  ) 首 里 で は 与 那 嶺 の 第 一 類 5a (agaruN) も 第 二 類 1a

æ:: む す び

宮 以上沖縄本島 の 代表的 な 六 ケ 所 の方言の動詞 の 活 用 に 就 い て、

富 記述 し 比較 し て 来 た が， 複合形 ・ 音使形 ・ 敬譲形が 出 来 た た め に

Q 活 用 は 著 し く 地方的 の 差 を 生 じ て い る 複合形に お し 、 て は 語尾 u

R が i に変 じ ， 更に消失 し ， 第一類 ・ 第二 類 ・ 第三類 と 分れ て い つ

ま た 「国 語J と 対照す る な ら ばs 元 の 終止形 は わ ずかに 附 」 ・

(tuN) も 何 れ も agajuN tujuN と な り 一 類 金 武 村 字 憩 盛

恩 納 村 名 嘉 真 で は 何 れ も agaruN turuN と な っ て 一 類 . 与

那 嶺 の よ う に agaaruN tuN の 形 に 分 れ て い る の は 今 帰 仁

村 と 羽 地 村 で あ る あ と は 一 類 か 二 類 に 統 ー さ れ て い る

( 6 ) 南 島 論 叢 256 頁
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